
令和4年度
環境経営レポート
（対象期間 令和4年4月1日～令和5年3月31日）

発行日 令和5年8月1日

河内印刷出雲株式会社



目次

1.組織の概要・・・・・・・・・・・・2
2.対象範囲・・・・・・・・・・・・・2
3.会社経営の基本理念・・・・・・・・3
4.環境経営方針・・・・・・・・・・・3
5.環境経営目標・・・・・・・・・・・4
6.環境経営目標の実績・・・・・・・・5
7.環境経営計画の取り組み
  及びその評価・・・・・・・・ ・6 ～ 8
8.環境関連法規等の順守状況 及び違反、   
   訴訟等の有無・・・・・・・・・・・9
9.代表者による全体評価と見直し・・   10
10.次年度環境経営目標及び

 環境経営計画  ・・・・・・・・・   11



1.組織の概用

2.対象の範囲

事業活動の内容

・パッケージ（印刷紙器）の企画、設計、製造

・一般印刷（包装紙・栞）の企画、製造

・美粧ダンボールの企画、設計、製造

・シール、ダンボール箱、緩衝材の企画、販売

・ラミネートフィルム、PP袋等の企画、販売

事業規模

総製品生産量　665.4トン

総従業員数　22人

事業所の延べ床面積　1,165.7㎡

事業者及び代表者名
河内印刷出雲株式会社

代表取締役社長　陰山　徹

所在地 島根県出雲市下古志町 279

環境管理責任者

および

担当責任者連絡先

環境管理責任者　営業係長　原　幸治

環境事務局担当者　営業　星野　修一

連絡先　℡0853-21-7147

メールアドレス　hoshino-shuichi@water.ocn.ne.jp

エコアクション２１ 実施体制

最高経営者 ： 陰山 社長
●環境方針の策定

●実施体制の構築

• ●全体の評価の見直しの実施

環境管理責任者 ： 原 幸治
●システムの構築・運用

●構築・運用状況の最高経営者への報告

●評価会議（環境管理責任者・担当責任者・事務局が参加）

※問題があった場合には速やかに関係者を招集し、評価会議を開き対策を立てる

環境事務局 ： 星野 修一
●全部署のデータ収集・管理、実施案の立案

●法律関係の情報収集及び対応

板橋 彩子
●議事録の作成及び管理

●環境関連文書及び記録の作成・管理

内田 美佐
●水使用量削減のシステム管理・推進
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●各担当部署でのシステム管理、推進

●各担当部署でのデータ収集・管理
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・制定 平成17年2月25日

・改定 令和5年6月1日

＊メンバー変更

全員に配布
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3.会社経営の基本理念

・会社とは社員（従業員）の生活の安定と幸せを司る
手段としての場であると考えます。

・お得意先様、取引業者との信頼関係の上に経営基盤の
安定を目指します。

・綺麗な職場、清潔な職場、明るい職場で心に余裕を
持てる会社を目指します。

・社会の一員であることをわきまえ環境問題に取り組み

環境に優しい会社を目指します。

4.環境経営方針

スローガン 『とどけよう美しい地球、未来の子供たちへ』

-私たちは会社経営の基本理念に基づいて環境活動に取り組みます-

-私たちは環境経営の継続的改善に取り組みます-

１．我社に適用される環境関連法規を遵守します。

2．不良品の発生による環境経営への負荷を低減します。

3．CO2発生量の削減に向け省エネ活動を推進します。

4．一般廃棄物及び産業廃棄物を適正に管理し、廃棄物排出量の削減に取り組みます。

5．節水に取り組み総排水量の削減を推進します。

6．主製品である紙器の生産に当たり、資源の効率的活用に努めます。

７．全社員で３S運動（整理・整頓・清掃）を推進し、３R（削減・再使用・再生利用）
により、きれいで働きやすい職場づくりに努めます。

８．環境活動レポートを開示し、関連会社や地域との環境コミュニケーションに積極的に

  取り組みます。

９．全社員に環境方針の理解と環境に関する意識向上を図ります。
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6.環境経営目標の実績

環境目標 環境目標項目
基準年

令和元年実績
令和4年度 目標 令和4年度 実績

二酸化炭素
排出量
の削減

二酸化炭素
排出量削減
（kg-CO2)

137,192.3 ｋｇ-
CO2

令和元年実績 100％

137,192.3 ｋｇ-CO2
110,851.3 ｋｇ-CO2

達成率

123.7%
〇

電力削減
(kWh)

135,366 kWh

令和元年実績 100％

135,366  kWh
131,705  kWh

達成率

102.7%
〇

燃料使用量の削減
ガソリン+軽油（L)

20,543.47 L

令和元年実績 100％

20,543.47 L
15,695.5 L

達成率

130.8%
〇

廃棄物
排出量
の削減

廃棄物削減
(紙類の廃棄物

量)kg
361,140 kg

令和元年実績 100％

361,140 kg
331,120 kg

達成率

109%
〇

不良品の低減
（件数）

17 件

月/1件まで

12 件
17 件

達成率

70.5%

☓

水使用量
の削減

節水
（水使用量 ㎥）

179.5 ㎥

前年度実績 100%

179.5 ㎥

209.8 ㎥

達成率

85.5%

☓

化学物質
使用量
の削減

化学物質の適正管
理

適正管理の維持 適正に管理できました 適正に管理できました

達成率

〇

グリーン購入
の推進

グリーン購入推進 購入推進の維持 積極的に購入できました 積極的に購入できました

達成率

〇

※二酸化炭素排出係数は、中国電力の令和3年度調整後排出係数0.545（kg-CO2/kWh）を使用しております。

※二酸化炭素排出量には灯油・LPGガスも含まれております。

※要求事項「自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの向上及びサービスの改善」については

廃棄物削減目標の中にある「不良品の低減」の目標が該当します。
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7.環境経営計画の取り組み及び、その評価

・二酸化炭素削減
達成状況電力による二酸化炭素削減

数値目標

取組結果とその評価

空調の適温化を徹底する

空調を必要な区域や時間に

限定して使用する

数値目標の達成においては、仕事量の増

加もあったが、外注に出す＝自社製造に

よる使用電力の減が要因だと思います。

活動計画においては年間を通して計画通

り実施することができました。次年度は

空調機の更新もあるので適正管理を徹底

して行うようにします。ブラインドやカーテンの利用に

より熱の出入りを調整する

空調機についてはフィルターを

適正に管理する

〇

〇

〇

〇

〇
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電力使用量（kWh）

令和元年 令和4年

達成状況燃料使用による二酸化炭素削減

数値目標

取組結果とその評価

エコドライブ等（燃費走行）

運転方法の配慮の励行

タイヤの空気圧を定期的に

確認し適正値を保つ

数値目標の達成においては、走行距離の

減少が主な要因です。忙しくなった時期

には自社トラック便で対応しきれずやむ

を得ず路線便を使用したことです。燃料

使用が少なくはなりましたが、路線便を

使うことで発送費等の費用が倍増してい

るため対策を考えなければなりません。

活動計画は年間を通して実行することが

できました。

排気ガス、騒音のレベルを抑えるため

に適正な車両整備を行う

各車両の燃費調査、

燃費向上の呼びかけ

〇
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〇

〇
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・廃棄物削減

・不良品の低減

・総排水量の削減

達成状況総排水量の削減

数値目標

取組結果とその評価

節水コマの取り付けを順次行う

各水道使用場所へ

節水の掲示を行う

数値目標の達成においては、9月に蛇口の

締め忘れと思われる一時的な増大があり

ました。発生箇所の断定が出来ませんで

したがその後は例年通りの使用量に戻り

ました。今後はこのようなことが無いよ

うに社員へ啓発を行いました。節水コマ

の取り付けができなかったので次年度は

取り付けか所を増やしていきたいです。

毎月の水量メーターの管理

半年に一度漏水点検を行う

☓

☓

〇

〇
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達成状況廃棄物削減

数値目標

取組結果とその評価

マニフェストを基に廃棄物の

適正な管理を行う

納品の際の梱包、包装資材を

再生利用して廃棄物の削減を行う

数値目標の達成においては、下半期に外

注が作業が多くなり、自社で排出する廃

棄物が少なったためだと思われます。活

動計画は年間を通して実行できました。

また、廃棄パレットの分別もきちんとさ

れておりよかったと思います。次年度は

廃棄物を入れるかごを新調もしくは修繕

を行っていきたいです。
種類ごとの分別を徹底して行う

製品輸送の際には繰り返し利用

できるパレットや通函を利用する

〇

〇

〇

〇

〇

達成状況不良品の低減

数値目標

取組結果とその評価

加工ミスによるロスの

低減を務める

不良率記録・管理を行う

数値目標の達成においては大きく下回る

ことになりました。仕事量が増えたこ

と、新入社員が入ったことでヒューマン

エラーが多くなったと思われます。不良

品発生前に確認の徹底、機械作業者の教

育を徹底して行っていきます。活動計画

は年間を通して行うことができました。
不良品発生時の各所への対応

製品損失所の作成・管理

〇

〇

〇

〇

〇



・化学物質の適正管理

・グリーン購入の推進

達成状況化学物質の適正管理

数値目標

取組結果とその評価

工場内保管の特定化学物質の

在庫管理の徹底を行う

MSDS（製品安全シート）の

情報公開

例年通り、適正に管理徹底を行うことが

できました。次年度も引き続き行ってい

きます。

年間の使用量、購入量を把握する

－

〇

〇

〇

化学物質の種類 単位 化学物質実績 化学物質保管量 製品購入量 期首在庫 期末在庫
含有量
(wt%)

商品名称

１，１－ジクロロ－１－フルオロエタ
ン

ｋｇ 30.0 3.9 200.0 26.0 26.0 15.0%
Ｒクリーン

１，３，５－トリメチルベンゼン ｋｇ 18.0 2.3 200.0 26.0 26.0 9.0%

トルエン ｋｇ 24.0 2.4 800.0 80.0 80.0 3.0%
ライフボンドＮＯ．１

フタル酸ジプチル ｋｇ 80.0 8.0 800.0 80.0 80.0 10.0%

酢酸ビニル ｋｇ 0.03 0.00 10.0 5.0 0.0 0.3%
ライフボンドＡＶ６５０Ｙ－

４

達成状況グリーン購入の推進

数値目標

取組結果とその評価

グリーンマークが表示してある

製品の購入を積極的に購入する

例年通り、積極的に購入することができ

ました。次年度も引き続き行っていきま

す。

－

〇

グリーン購入法適合商品 購入
件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
合計
(件)

R3年度 7 6 0 7 0 2 5 9 1 0 9 3 49

R4年度 4 0 12 11 3 1 12 2 7 6 5 8 71
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・環境関連法規等の順守状況 及び 違反・訴訟等の有無

大区分 法規名 要求事項 遵守状況 実施状況

廃棄物 廃棄物処理法 ・産業廃棄物の保管基準遵守 適正管理 〇

・産業廃棄物の委託基準の遵守 確認済み 〇

・産業廃棄物の運搬基準の遵守
マニフェスト
交付済み

〇

・委託の都度、マニフェストの
交付と保管管理

マニフェスト
交付済み

〇

・マニフェスト交付状況報告 電子申請受理 〇

水質 浄化槽法 ・浄化槽の適正管理 適正管理 〇

大気 フロン排出抑制法 ・業務用エアコンの適正管理

適正管理 〇
※使用・設置環境の維持保全
簡易・定期点検の実施

フロン類の漏洩時の措置
点検整備記録類の保存

防災 消防法 ・社屋消防用設備の検査 適正管理 〇

・緊急時の対応と通報 事故無し 〇

リサイクル グリーン購入法 ・新規物品購入の場合できる限り環境物品

適正管理 〇

等を選択するよう努める

家電リサイクル法 ・排出時に業者へ適正に引き渡す 廃棄無し 〇

使用済自動車の
再資源化等に関する法

・使用済み時に業者に適正に引き渡す 廃棄無し 〇

資源有効利用促進法 ・排出時に業者へ適正に引き渡す 適正処理 〇

容器包装リサイクル法 ・再商品化、再資源化の義務 リサイクル料納付済み 〇

市条例 出雲市廃棄物の処理及び
清掃に関する条例

・廃棄物の適正処理（分別排出） 適正管理 〇

公害防止に関する協定書 ・浄化槽の適正管理 適正管理 〇

容器包装リサイクル法 ・再商品化、再資源化の義務 リサイクル料納付済み 〇

市条例
出雲市廃棄物の処理及び
清掃に関する条例

・廃棄物の適正処理（分別排出） 適正管理 〇

公害防止に関する協定書 ・浄化槽の適正管理 適正管理 〇

【評価コメント】

適用される主な環境関連法規と遵守状況は以下の通りです。弊社に適用される環境関連法規は遵守され
ており、違反・訴訟などはありませんでした。

なお関係当局から違反等の指摘は過去3年間ございません。
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9.代表者による全体評価と見直し

10

〇上半期評価
不良品低減部門で未達の月（件数的に）が連続して見受けられたので早急に対策を
講じるように伝えました。
その他の部門においてはこのまま遂行するように伝えました。

〇下半期評価
目標に対し3カ月未達の部門は廃棄のみでした。繁忙期により生産量が増え、必然と
廃棄量が上がったと思われます。
その他の部門においてはこのまま遂行するように伝えました。

〇総合評価
不良品、節水部門を除き、二酸化炭素排出削減、その他部門では目標を達成しまし
た。行動制限が明けて一気に仕事量も増え、前年と比べ売上も上がってきました。
その一方で自社での生産が追い付かず外注を出す仕事も増えたため年間を通してみ
ると電力使用量、廃棄物排出量、燃料使用量が減ったと思われます。不良品低減に
ついては、人為的な原因の件数を減らすことができませんでした。これについては
今後も重要課題として取り組んでいきます。水使用量削減については9月に大きく使
用量が増えた月がありました。これについては原因が判明しており、今後はそのよ
うなことが無いように緊急でミーティングを行いました。状況としては忙しくなる
ことが予想されるので、出来るだけロスを減らし、環境にも経営にもよくなるよう
に取り組みを続けていきたいと思います。あと大型エアコンの買い替えを予定して
います。

[周囲の変化状況]
① 外部コミュニケーションの状況→苦情等の報告はありませんでした。
② 環境関連法規制等の動向他→消防法、資源有効利用促進法、いずれにも改正

はありましたが該当はありませんでした。

[審査状況・審査指摘事項の対応]

審査状況
令和4年12月17日に中間審査を行いました。ガイドラインの要求事項に不適合
はありませんでした。

審査指摘事項の対応
① 工場内の大型エアコンの早期買い替えを。→令和5年度に残り2台を買い替え

予定です。
② エアコン買い替えをし廃棄する際は法を順守すること。→業者と打ち合わせ

をして適切に管理、廃棄します。
③ 環境経営目標に用いる二酸化炭素排出係数は最新のものを使うようにする。

→令和5年度より最新のものを使います。
④ 負荷の自己チェックは年間に160枚（A4）使用しているので「1枚ベスト」

を目指す。→令和5年度より様式を変え対応します。



・ 10.次年度環境経営目標及び 環境経営計画 

《単年度目標》 《中長期目標》

環境目標 環境目標項目 令和4年実績 令和5年度目標 令和6年度目標 令和7年度目標

二酸化炭素
排出量
の削減

二酸化炭素
排出量削減
（kg-CO2)

110,851.3 ｋｇ-
CO2

前年実績 -1％

109,742.7 ｋｇ-CO2

令和5年実績 -1% 令和6年実績 -1%

108,645.2 ｋｇ-
CO2

107,558.7 ｋｇ-
CO2

電力削減
(kWh)

131,705 kWh

前年実績 -1％

130,387  kWh

令和5年実績 -1% 令和6年実績 -1%

129,083 kWh 127,792 kWh

燃料使用量の削減
ガソリン+軽油（L)

15,695.5 L

前年実績 -1％

13,538.5 L

令和5年実績 -1% 令和6年実績 -1%

13,403.1 L 13,269 L

廃棄物
排出量
の削減

廃棄物削減
(紙類の廃棄物

量)kg
331,120 kg

前年実績 -3％

321,186 kg

令和5年実績 -1％令和6年実績 -1％

317,974 kg 314,794 kg

不良品の低減
（件数）

17 件

前年実績 -5件

12 件

令和5年実績 -1件令和6年実績 -1件

11件 11件

水使用量
の削減

節水
（水使用量 ㎥）

209.8 ㎥

令和3年実績

179.5 ㎥

令和5年実績 -0.5
％

令和6年実績 -0.5
％

178.6 ㎥ 177.7 ㎥

化学物質
使用量
の削減

化学物質の適正管
理

適正管理の維持 適正管理の維持 適正管理の維持 適正管理の維持

グリーン購入
の推進

グリーン購入推進
グリーン購入推進の

維持
グリーン購入推進の

維持
グリーン購入推進の

維持
グリーン購入推進の

維持

電力削減

空調の適温化（冷房28度程度、暖房20度程度）を
徹底する 燃料使用量の削減

エコドライブ（燃費走行）等、運転方法の配慮の励行

空調を必要な区域や時間に限定して使用する タイヤの空気圧を定期的に確認して適正値を保つ

ロッカー室や倉庫、使用頻度の少ないトイレなど
 照明は普段消灯し使用時のみ点灯する

排気ガスや騒音のレベルを抑えるために適正な
車両整備を行う

空調機については、フィルターの定期的な清掃交換
 を行う等、適正に管理する

各車両の燃費の調査、燃費向上の呼びかけ

不良品の低減 加工ミスによるロスの低減に努める

廃棄物削減
廃棄物管理票（マニフェスト）を基に廃棄物の
適正な処理を行う

不良率の記録・管理を行う

納品の際の梱包、包装資材を再利用して廃棄物の
削減を行う

不良品発生時の各所への対応

紙、金属、ガラス、プラスチック類、廃油等を種類
 ごとに分別化後、コンテナを適正に配置し廃棄物の
 分別を徹底する

製品損失報告書の作成・管理を行う

製品輸送の際には繰り返し利用できるパレットや
通函を利用する

不良品削減の呼びかけを行う

廃棄パレットの分別を徹底して行う 化学物質の適正管理 工場内保管の特定化学物質の適正な管理を行います

総排水量の削減 節水呼びかけの表示

グリーン購入の推進
グリーンマークが表示してある製品の購入を
進めていきます
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